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　アフタ性口内炎や手足口病の粘膜疹の局所療法についてご教示ください。
 ＜埼玉県開業医＞

口腔内粘膜疹の局所療法

　池田　粘膜疹の局所療法についての
質問の前に整理しておきたいことがあ
ります。例えば口腔粘膜の治療でまず
よく使われるのが含嗽薬ですね。いわ
ゆるうがい薬が、市販薬も含めて何種
類も出ています。これはどのように使
い分けをされているのでしょうか。
　野村　うがい薬に関しては、いろい
ろな薬品や製品が販売されていると思
いますが、一般的に私たち歯科医師は
大きく殺菌性のうがい薬と抗炎症作用
のうがい薬に分けて考えています。例
えば市販で売られているリステリンや
モンダミン、あるいはポビドンヨード
や塩化ベンザルコニウムといった一般
的なうがい薬は、殺菌性と呼ばれてい
るもので、いわゆるウイルスや細菌を
殺菌する目的で使っているうがい薬で
す。もう一つがアズレンスルホン酸と
いう抗炎症作用を期待して使われるう

がい薬です。
　池田　逆にいうと、例えば口内炎の
ようなステロイドを使うようなものは、
あまり殺菌する必要はないということ
なのでしょうか。
　野村　そうですね。いわゆる口腔内
に粘膜疹のような症状を起こしている
場合は、急性症状のために、強い接触
痛を伴うことが多いので殺菌性のうが
い薬を使うとかえって刺激で痛みが出
ます。やはりそのときは抗炎症作用を
期待して、アズレンスルホン酸を処方
されたほうがいいと思います。
　池田　そういう意味では、慢性の粘
膜疾患でもアズレン系を使用すること
があるのですね。
　野村　はい。
　池田　もう一つ、口内炎で使用する
軟膏がありますね。
　野村　はい。

　池田　ザラザラしたり、ベタベタし
たり、サラッとしていたり、いろいろ
なものがありますが、どういう使い分
けをするのでしょうか。
　野村　そうですね。いわゆるアフタ
性口内炎に使われる軟膏は幾つか販売
されており、トリアムシノロンとデキ
サメタゾン、プロピオン酸ベクロメタ
ゾンがありますが、一般的にはトリア
ムシノロンを使うことが多いと思いま
す。これは、軟膏や貼付薬、最近では
付着フィルム型のものがあって、いわ
ゆる患者さんがザラザラしてちょっと
使いづらいとおっしゃっているのはト
リアムシノロン軟膏のことだと思いま
す。ただ、それ以外の軟膏も多く販売
されていますので、患者さんの使用感
によって使い分けるのがよいと考えて
います。
　池田　私もトリアムシノロンを処方
したとき、患者さんが「なんかざらつ
いて気持ち悪いんだよね」とおっしゃ
っていたので、じゃあほかに変えまし

ょうかと言ったのですが、ザラザラす
ることによってどういう効果があるの
でしょうか。
　野村　トリアムシノロンの軟膏は、
局所の停滞性を良くするために工夫さ
れていて、なるべく停滞性を良くする
ためにあのような使用感になっていま
す。口腔内はとにかく唾液で湿潤され
ているので、よく唾液を乾かしてから
局所に塗布するのですが、患者さんに
よっては、使用感が良くないとおっし
ゃる方がいるのは事実です。
　池田　なるほど。では、そこに留ま
るようにするために、患者さんはそう
感じているわけですね。場合によって
は、それでもそこに留まって効いてく
れそうだからちょっと頑張ってという
話になるのですね。それから、口腔内
に貼り付けるタイプがありますね。
　野村　トリアムシノロンの外用薬が
あり、それもよく使われます。
　池田　あれもタブレット錠で厚みが
ありますよね。

図　手足口病の口腔内症状
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　野村　そうですね。それも剝がれや
すいとか、違和感があるとかおっしゃ
る患者さんもいますので、人によって
使い分けるのが現状かと思います。
　池田　患者さんによっては、これは
飲み込んでも大丈夫なのかとか、いろ
いろなことをおっしゃるのですが、基
本的には、自然に溶けている以外に誤
って飲んでも特に問題はないというこ
とでしょうか。
　野村　基本的には心配ないかと思い
ます。
　池田　フィルムタイプもあるのです
か。
　野村　これは最近よく薬局などで、
口内炎の製品として販売されているよ
うで、薄いフィルム型で使用感を良く
しているのではと思います。
　池田　イメージとしてはフィルムの
台紙を取って、ペタッと貼るような感
じでしょうか。
　野村　そうですね。薄いセロハンの

ようなイメージかと思います。
　池田　それはあとで溶けるのでしょ
うか。
　野村　はい、そのとおりです。
　池田　しばらく張り付いていると自
然に溶けてなくなっていくのですか。
　野村　そうですね。
　池田　ところで、最近口の中に塗る
と表面がコートされる保護材のような
ものがあると聞いていますがいかがで
すか。
　野村　最近歯科の領域ではよく使わ
れるものなのですが、抗がん剤を服用
している患者さんに起こる粘膜炎に対
して創傷被覆材と呼ばれているものが
あります。口腔粘膜の傷の上に塗りま
すと唾液と反応してコーティングされ
て固まるのです。潰瘍面がコーティン
グされるので刺激による痛みが軽減し、
抗がん剤による粘膜炎に対して保険適
用になっています。また、現在口の中
に起こる様々な傷に対して表面をコー

ティングする、いわゆる液体包帯と呼
ばれるものが開発されています。今後
はそのような薬理作用をもたない保護
材も治療の選択肢に入るのではないか
と思っています。
　池田　やはり潰瘍面が露出している
と、いろいろな原因で刺激を受けて痛
みが出ますよね。そこにそれを塗ると
唾液と一緒に固まるのですね。
　野村　そうです。
　池田　それは、何日かすると剝がれ
てくるのでしょうか。
　野村　これは自然に水で溶けてしま
います。数時間ずっと粘膜の上にコー
ティングされた状態なので、傷が治る
まで使用を続けます。適応としては、
矯正歯科でよく使うワイヤーやブラケ
ットで生じる傷や、褥瘡と言いまして、
入れ歯の傷などに対して一時的に痛み
を取る目的で商品開発されています。
　池田　そういった異物と擦れて粘膜
に障害が起こった時に使うわけですね。
　野村　はい。
　池田　コーティングしておいて、そ
の間に粘膜障害を起こす原因を治療し
ていくのですか。
　野村　そうです。口腔用の液体包帯
は、新しい治療の選択肢になると思い
ます。原因のわからない様々な口内炎
に対しても使えると思います。
　池田　なるほど。では逆に言うと、
原因を問わず使えるのですね。
　野村　はい、そうです。

　池田　質問の内容に戻りますが、ア
フタ性口内炎、手足口病の粘膜疹の局
所療法についてですが、この２つは全
く原因が違いますよね。
　野村　そうですね。
　池田　まず、アフタ性口内炎という
のは、どのように診断されるのでしょ
うか。
　野村　アフタ性口内炎は完全に臨床
診断になりますので、視診が重要にな
ります。アフタの定義は、類円形の浅
い潰瘍であるということ。それから表
面が白い偽膜で覆われていて周囲が発
赤している。これを紅暈と呼びますが、
これらの所見を総合してアフタと呼ん
でいます。原因は様々で、外傷や心理
的なストレス、栄養不足、あるいはビ
タミン不足などによるといわれていま
す。アフタと診断しますと、先ほど話
にありましたようにステロイドの外用
薬が治療の基本になります。
　池田　一方、手足口病のようなウイ
ルス性疾患の治療はいかがでしょうか。
　野村　アフタ性口内炎が口腔内で一
番頻度が高いのですが、子どもに多い
手足口病のような水疱性疾患が口の中
にできて破れたときはアフタとの鑑別
が難しいです。ご承知のように、手足
口病はコクサッキーウイルスが原因で、
これに対する抗ウイルス薬はないので、
基本的に口腔に対しては対症療法にな
ると思います。その時にアフタ性口内
炎と間違えてステロイド外用薬を塗布

表　粘膜炎発症時の含嗽剤

製剤名 使用方法

アズレン酸スルホン酸
ナトリウム

局所麻酔薬入り含嗽剤
Zungen Wasser

アズレンスルホン酸ナトリウムとして、１回４～６㎎を
約100mLの水または微温湯に溶解し、１日数回含嗽（増減）

調剤例
アズレンスルホン酸ナトリウム：20㎎
グリセリン：60mL
リドカイン：３mL＋精製水total 500mLに調整
１回50mL含嗽する
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と、いろいろな原因で刺激を受けて痛
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するとかえって症状が悪化するので、
手足口病に対する口腔の粘膜疹に対し
ては、違う治療戦略が必要になるかと
思います。
　池田　たぶんお子さんの口の中でア
フタがたくさんできるとまず痛がりま
すよね。
　野村　そうですね。
　池田　痛くて食べられないというこ
ともありますが、どのように対処され
るのでしょうか。
　野村　基本的には手足口病は、５歳
以下の小児に発症するといわれ、季節
性があって、だいたい５～６月ぐらい
に多いといわれています。そのあたり
の情報と手足と口腔に症状が出れば、
診断は容易かと思います。ただ、今お
っしゃいましたように接触痛が強いと
食事が取れず脱水にもなりますので、
痛みを取ることが治療の主眼になると
思います。
　池田　何か特殊なレジュメがあるの
でしょうか。
　野村　そうですね。なかなか難しい
のですが、まずは消炎鎮痛薬を処方す

ることになると思います。また、痛み
が強い時には、表面麻酔薬、例えばリ
ドカインゼリーやペースト状のリドカ
インを局所に塗布して一時的に痛みを
取るという治療法が考えられます。ま
た、先ほどの消炎効果のあるアズレン
にリドカインを混ぜて精製水で希釈す
る表面麻酔入りのうがい薬を調合して、
食事前にうがいしてもらうのも有効だ
と思います。我々はこれをツンゲンワ
ッサーと呼んでいます。
　池田　一定期間痛みを取って食事が
できるようにするわけですね。
　野村　手足口病などのウイルス性口
内炎は、だいたい１週間ぐらいで治癒
するといわれているので、その間の痛
みを取って栄養をしっかりとっていた
だくことが大切かと思います。
　池田　１週間経って病勢が落ち着く
までが肝心ということですね。
　野村　はい。そのとおりです。あと、
最初にお話しした口腔用の液体包帯が
今後使えるのではと期待しています。
　池田　どうもありがとうございまし
た。

帝京大学名誉教授
渡　辺　晋　一

（聞き手　池田志斈）

　乳児の鵞口瘡の治療についてご教示ください。
 ＜埼玉県開業医＞

乳児の鵞口瘡

　池田　渡辺先生、鵞口瘡とはいまだ
に使われている病名なのでしょうか。
　渡辺　鵞口瘡というのはかなり古い
病名で、カンジダという真菌が見つか
る前につけられた口腔内の病変です。
今はカンジダが同定できるようになっ
たので、鵞口瘡という病名はほとんど
使用されることはなくなりましたが、
カンジダ症の概念が確立される前は、
鵞口瘡という病名が使用されていまし
た。したがって、今は鵞口瘡という病
名は、口腔内カンジダ症とほぼ同意語
として扱って問題はありません。
　池田　では口の中のカンジダ症とい
うことですね。
　渡辺　昔の人がいった鵞口瘡はどの
ようなものかわかりませんが、記載か
らは、白苔やびらんなどが見られるこ
とから口腔内のカンジダ症に相当する
のではないかと思われます。

　池田　どのような症状なのでしょう
か。
　渡辺　普通の口腔内カンジダ症と同
じで、白苔や白苔を剝がすとびらんな
どが見られます。カンジダは、常在菌
で普通の人でもあります。胎内の赤ち
ゃんにはカンジダはないと思われます
が、オギャーと生まれると同時に、授
乳などを通じて大腸菌やカンジダが定
着するようになり、やがて口腔内にも
カンジダが検出されるようになります。
特に赤ちゃんだと細胞性免疫が低下し
ていますので、カンジダによる粘膜の
病変が出てくるようになってもおかし
くありません。だから鵞口瘡の病変は
口腔内のカンジダ症と同じで、白苔な
どが口、粘膜、舌の一部あるいは広範
囲に出てきます。しかしその程度は個
人差があり、あまり症状が目立たない
人もいます。その後、細胞性免疫が発
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